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◇例会日　毎火曜日　19：00～20：00
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◇会長　高橋　茂雄　
◇幹事　堀川　　明

◇クラブ会報委員会／委員長 木村　真純／副委員長 小松　政敏
／委　員 佐藤　重孝・長沼　章・矢部　一臣
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œ司　会／奈良橋秋夫SAA

œ点　鐘／19時00分　高橋茂雄会長

œソング／我等の生業

œゲスト／笠原　勝様（本庄ＲＣ）
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高橋茂雄会長

毎日暑い日が続いております。台

風6号が近づいているとのことでし

ばらく天候がくずれる模様です。先

月サッカーのＷ杯が終わったばかり

ですが今週末はもうプロ野球のオー

ルスターゲームです。テレビを視る時間がますま

す増えそうです。相撲では名古屋場所が始まって

いますが、貴乃花の7場所連続の休場となっており

ます。新聞をながめていて、ちょっと面白かった

のは、主治医であるパリのジャンピエール・パク

レ医師の貴乃花休場の診断書が「筋力強化不足な

どの理由により、競技活動を再開するには不充分

であります」となっていたことです。プロスポー

ツの選手、特に格闘技のグランドチャンピオンが

病気ではなく筋力強化不足での休場は少し変な印

象を受けました。

すでにご連絡を受けたかと思いますが、長らく

ご療養中でありました、当クラブの設立にもご支

援をいただいたパストガバナーの岡祐孝先生が、

心筋梗塞にて84才で先日ご逝去されました。ご冥

福をお祈りいたします。

本日は、この後クラブ協議会ということになっ

ておりますが、その前に2日の理事会の報告をさせ

ていただきます。おもな決定事項は次の様なもの

でした。

ロータリー100年委員に戸谷全克会員を選出し

ました。第14回本庄花火大会の協賛金を拠出する

ことに決定しました。第16回少年健全育成県民大

会が8月29日に本庄市民文化会館大ホールで予定

され、当クラブも後援、出席を決定しました。社

会奉仕委員会で本庄市役所前の池に鯉を寄贈する

事が決定されました。藤井会員より提案のあった

本庄運動公園の植栽の今後の維持管理については

市と当クラブでよく折衝してから今後の方針を決

めます。慶弔規定で会員の配偶者の両親について

の弔慰は将来の検討事項とします。10周年記念事

業としてのカンボジア訪問につき、現地へ行かな

い会員一人1万円（1カ月千円の分割可）の拠出と、

現地へ行く会員は月2万円の積立を行う。7月23

日（水）の卓話講師に武山百合子先生および鈴木

淑夫先生がみえるので会員婦人の動員を要請する。

また、当日講演中は食事をせずコーヒーとケーキ

を供する。その他でありました。本年度は卓話の

充実を課題としていますが、来月の予定は6日に児

玉郡市広域消防本部の救急救命士の方、20日に埼

玉新聞社の丸山晃社長の卓話が予定されておりま

す。全会員の出席をお願い致します。

堀川　明幹事

岡部ロータリークラブの週報、寄

居ロータリークラブ、岡部ロータリ

ークラブ、秩父ロータリークラブ、

藤岡西ロータリークラブの例会変更

が来ております。

◇藤井桂一会員

【くじゃく草の育成管理継続を喜ぶ】

小川さんが退会、そして当クラブ

が社会奉仕活動として位置づけて、

市の運動公園で行った植栽の成果で

あるくじゃく草を、自分の手に引き
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取りたい、と意思の表明があったと聞き、大変残

念に思いました。この植栽は4年間に3回（藤井、

清水、山田年度）にわたり、会員、家族、更生ひ

まわりの子達の参加で実施され、秋の開花シーズ

ンには公園に憩う市民の目を楽しませ、クラブの

存在をPRできるところまで規模も拡張されてきま

した。また、多額のクラブ資金も投下されており、

ここで手放すのは大変惜しい、なんとか管理の継

続ができないものか、と思っておりましたところ、

本日、会長挨拶の中で、さきの理事会で公園管理

者との話いかんではあるが、管理の継続を決めた、

とのお話をうかがい、喜びがひとしおであります。

もう、拡張はいりません。既存のくじゃく草を大

事に育成することが、市民に喜んでもらえること

に繋がると思います。

◇高橋政夫クラブ奉仕委員長

基本方針

クラブ運営と奉仕活動が安定した

基盤を形成することを銘記して、小

委員会活動の活動の活性化を促し各

委員会の相互、行動協力を積極的に

支援する事に努力する。

事業計画

¡クラブ奉仕委員会は、年度内、半期に一度各委

員会の委員長と協議し、会員の増強、退会防止

に積極的に努める。

™ロータリー年度、下半期初頭に実施される会議

には、上半期の活動報告、反省点など、下半期

に求められる新しいプロジェクトの提案、予算

の過不足調整などを議題とする。

£新会員に入会前より広報、インターネットを通

して全会員の事業及び専門職において責任ある

ロータリーの魅力を伝え会員の増強及び出席率

の向上を計る。

¢クラブ奉仕委員会は全会員にコミニュケーション

の重要性を説き目標に向けて進展状況をクラブ

の会長、理事会、委員会等に定期的に報告する。

◇山田勝治会員選考・増強・分類委員会委員長

選考・増強・分類と三つを受け持

つ南クラブの特徴ですが、三人で協

力して選考はロ－タリアンにふさわ

しく、活発に活躍、協力の出来る人

を選び、常にクラブの発展と活性化に努めたい。

増強は委員会が中心になり全員に一人の紹介を

してもらい、成果を挙げ、高橋会長年度に会長賞

受賞の意気込みで推進する所存である。

分類は地域性と最近の情報通信革命を配慮した

分類としたい。

◇服部浩一国際奉仕委員長

基本方針

国際奉仕の理念は外国の人との親

善を行い、国際融和を図り、戦争の

ない国際平和を目指すものでありま

す。国際奉仕のプロジェクトを理解

し、協力、実行したいと思います。

事業計画

¡ 地区国際奉仕委員会の方針に協力する。

™ 国際親善の理解と機会を会員に提供する。

£ 当クラブの星野会員が行っているカンボジア

への支援活動に参加する。

◇清水正一新世代ライラ委員長

7月6日(土) 、第1回地区役員合

同会議が川越氷川会館にて開催さ

れ、それぞれ本年度の委員会方針、

地区大会の発表が行われました。そ

の後懇親会が全員参加で大変にぎや

かに挙行されました。この合同会議の前に新世代

委員会議が開かれ、本年度は日豪青年相互訪問派

遣団員の事業が再開、昨年迄は国際奉仕委員会が

担当でしたが、今年は新生代委員会が担当と云う

ことで、委員会全員にてこの分野をまかなうこと

と方針づけ、具体的になったら発表することにな

りました。

自クラブのライラ委員会としては、まもなく配

られる年度計画書に発表してあります外に、地区

として東松山市に於て開催予定の若者の意見を聞

く会を計画中ですので、実施の節は当クラブ全員

参加にて裏方をお願い致したいと存じます。

◇戸谷全克米山奨学委員長

米山奨学委員会では二つの大きな

目的達成を念願致しております。

その一つが本年度牛窪ガバナーが

目標として提起された地区募金目標



4,000万円のクラブ目標額1万7千円×会員数33

人の完納であります。

もう一つが米山奨学会の目的及び意義の周知で

あります。その一環として10月の米山月間に地区

役員を講師として招き、卓話をお願いすると共に

出来れば奨学生も同行して頂き、ご本人から直に

体験談を聞かせて貰いたいと考えております。

◇木村真純プログラム委員会副委員長

「本年度は会員の紹介による部外

講師による卓話を積極的に行う予定

です。

いろいろな職種の講師をお招きし

て、会員の知識高揚をはかるととも

に出席率向上につながるよう努力致します。

また、本年度のプログラム表をもとに説明させ

て頂きます。

小松政敏会員　雨の中、ご苦労様です。

郡　知彦会員　先週は諸用で欠席となりました。

高橋会長、堀川幹事お世話になり

ます。

中原秀夫会員　所用の為欠席致します。

佐藤重孝会員　　　　〃

堀口孝利会員　社用で宇都宮出張の為欠席致し

ます。

星野泰雄会員　会議が重なり、欠席致します。

阿奈靖雄会員　四国へ出張中の為欠席致します。
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欠席者のメッセージ

出 席 報 告

会員数

33名

出　席

18名

欠　席

13名

福島好正出席委員長

Ｍ.Ｕ

2名

出席率

60％
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